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目標の設定及び達成に向けた考え方について（区作成）
【　此花　区】（受託者等：一般財団法人　大阪市コミュニティ協会）

地域の活性化をはかるため、区役所職員もより地域に
かかわることで地域課題の発見と解決策の検討を進
める。

【現在の状況】
各地域の地域カルテ作成基礎データ集
を作成し、地域の現状と地域課題につ
いて各地活協で意見交換を実施し地域
カルテ作成を支援した。データ集は地
域担当職員とも共有。
９月に地域担当職員（26人）に対し、ファ
シリテーション研修を2回実施。区との定
例会議１１回実施（１月末現在）

地域活動の担い手を確保するために、幅広い年齢層
が地域活動に参画できるようなルール作りの支援や、
ICT等を活用し、やる気と能力のある新たな担い手確
保への支援を進める。

【現在の状況】
40歳代以下を中心に地域コミュニティア
ンケートを実施し、結果をデータ集ととも
に地域にフィードバックした。今後担い
手発掘のための資料として活用してい
く。

・区役所内に横断的な地域担当チームの編成
・地域活動協議会の活動支援
・地域における課題解決のコーディネート等について支援。

(1) 中長期の目
標

３　当事業の目標

(2) 平成29年度目標

区の考え方等

地域の住民相互の「つながり」や「きずな」は大切であると感じている人は多いが、実際に地域
活動に参加している人は少ない。担い手の高齢化や若年層・新住民の参画が難しい。地域活
動に参画しやすい環境が整っていると感じている区民の割合が低い。

地域活動は、地域活動団体の役員によって担われており、新たな担い手が不足している状況
である。50歳代は職業生活の最盛期であり、60歳代は年金受給年齢の引上げに伴い稼働年齢
層となっていることから、地域活動の専任的な担い手となるのは困難な状況が今後も続く。

地域住民が、自分たちの住むまちの課題を具体的に把握し、解決に向けた取組を行っている
状態。
新たな担い手が、地域課題について、自分のできることをできる範囲で取り組み、地域実情に
合わせた解決が図られている状態｡

１　地域課題・ニー
ズ等の状況につ

いて

２　当事業によりめ
ざす状態

５　当事業による
支援の方針

６　目標達成に向
けた戦略

４　地域活動協議
会の状況につい
ての分析

上記２・３の【現在
の状況】及び評価
資料等を踏まえ分
析

これまでの地域活動をベースに、地域カルテを活用しながら、地域住民が地域の課題を具体
的に把握し、解決に向けた取組を行っていけるよう支援していく。

受託者のノウハウ・経験を活かして、区役所とともに地域課題の解決・人材の育成に向けた事業
を進める。

形成後5年が経過する中で、組織運営については一定軌道に乗っており、地域課題解決策の
検討やそのための事業の企画・改善の話し合いについては、地域較差はあるもののある一定
進んでいる地域もある。
その一方で、地域役員の高齢化と活動の中心を担っている町会の後継者不足が深刻な課題と
なっており、地域活動の継続と発展のためには、新たな人材の確保と、幅広い年齢層が参画で
きる仕組みづくりが重要となっている。
今年度地域担当制を充実させたことにより、地域の役員から地域担当に相談を持ち掛けられる
ケースも増えてきている。
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